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取扱説明書 
 

お買い上げいただきありがとうございます。 

 

この取扱説明書と付属の「製品を安全にご使用いただくために」をよくお読みのうえ、 
製品を安全にお使いください。 
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1. はじめに 

1.1 本書について 

本書は、LT 4610SER03(PTP)オプションについて説明したものです。 

その他の使用方法、注意事項については LT 4610標準品の取扱説明書をご覧ください。 

 

1.2 本書で使用する用語について 

●アンダーバー(_)について 

選択肢のなかでアンダーバーが付いている項目は、初期値を表します。 
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2. 仕様 

2.1 概要 

本製品は、LT 4610標準品に追加して、PTP(IEEE 1588)に対応するオプションです。LT 

4610SER01(GPSオプション)との併用、または単体でのグランドマスターとして使用が可能で

す。 

 

2.2 規格 

2.2.1 対応規格 

インターネットプロトコルバージョン IPv4 

PTP規格 IEEE 1588-2008 

対応プロファイル SMPTE ST-2059/AES67/General 

 

2.2.2 RJ-45端子 

端子数 1 

端子形状 RJ-45 

対応規格 IEEE 802.3 

種類 10BASE-T/100BASE-TX /1000BASE-T 

 

2.2.3 SFP / SFP+端子 

端子数 1 

端子形状 SFPケージ 

対応規格 MSA準拠 

対応モジュールと種類 

SFPトランシーバ RJ-45 1000BASE-T 

SFP＋トランシーバ光 10GBASE-SR and 10GBASE-SW 
 

※ SFP/SFP+モジュールは別売品となります。 
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2.2.4 マスター機能 

制御可能マスター数 2 

通信モード Multicast/Unicast/MIXED SMPTE/ 

MIXED SMPTE without negotiation 

ドメイン番号 0 ～ 127 (ST2059) 

0 ～ 255 (AES67/General) 

アナウンスメッセージレート 0.125s 8Hz / 0.25s 4Hz / 

0.5s 2Hz / 1s 1Hz / 2s 0.5Hz / 

4s 0.25Hz / 8s 0.125Hz / 

16s 0.0625Hz 

シンクメッセージレート 0.0078s 128Hz / 0.015s 64Hz / 

0.0315s 32Hz / 0.625s 16Hz / 

0.125s 8Hz / 0.25s 4Hz / 

0.5s 2Hz / 1s 1Hz / 2s 0.5Hz 
 

※ メッセージレートはプロファイルによって設定範囲が異なります。 
 

プライオリティ 1 0 ～ 255 

プライオリティ 2 0 ～ 255 

接続可能スレーブ数 500 

※ シンクメッセージレートが 0.625s 16Hzの場合 

 

2.2.5 スレーブ機能 

通信モード Multicast/Unicast/MIXED SMPTE/ 

MIXED SMPTE without negotiation 

ドメイン番号 0 ～ 127 (ST2059) 

0 ～ 255 (AES67/General) 

ディレイメッセージレート 0.0078s 128Hz / 0.015s 64Hz / 

0.0315s 32Hz / 0.625s 16Hz / 

0.125s 8Hz / 0.25s 4Hz / 

0.5s 2Hz / 1s 1Hz / 2s 0.5Hz / 

4s 0.25Hz / 8s 0.125Hz / 

16s 0.0625Hz 

アナウンスタイムアウトカウント 2 ～ 10 

 

2.2.6 別売品 

LC2141 SFP RJ-45 1GbE RJ-45タイプ SFPモジュール 

LC2144 SFP+ MULTI-MODE 10GbEマルチモードファイバー用 SFP+モジュー

ル 300m 

LC2145 SFP+ SINGLE MODE 10GbEシングルモードファイバー用 SFP+モジュ

ール 10km 
 

※ お客様がご自分で購入した市販品のモジュールに関してはサポート対象外になります。 
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3. パネル面の説明 

3.1 背面パネル 

12

 

 

No. 名称 説明 

1 ETHERNET(RJ45) PTPに対応したイーサーネット端子です。 

2 ETHERNET(SFP/SFP+) PTPに対応したイーサーネット端子です。 

SFP、または SFP+モジュールを挿入して使用します。 
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3.2 SFP/SFP+モジュールの取り付け 

SER03が実装された LT 4610 の背面パネルには SFP/SFP+端子があります。別売品の SFP/SFP+

モジュールを取り付けて使用してください。 

SFP/SFP+モジュールは、電源を入れたまま抜き差しできます。次の手順で取り付けてくださ

い。 

 
●取り付け 

1. SFP/SFP+モジュールを向きに注意して SFP/SFP+端子に差し込みます。 
 

SFPモジュール 

 
 

SFP+モジュール 

 
 

2. SFP/SFP+モジュールを、SFP/SFP+端子にカチッと音がするまで押し込みます。 

 
●取り外し 

SFP/SFP+モジュールを指でつかんで引き抜きます。ケーブルをつかまないでください。 
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3.3 メニュー操作 

メニューには大きく分けて以下の 11種類があり、MENUキーを押すごとに順番に、  キーを

押すごとに逆順に切り換わります。(メニュー階層が 0のとき) 
 

No. メニュー 説明 参照 

1 STATUSメニュー 

［ＳＴＡＴＵＳ］

ＧＥＮＬＯＣＫ　　　　　　　　　　　↵
 

本器の状態を表示します。 本体取扱説明書 

5章 

2 INFOメニュー 

［ＩＮＦＯ］

ＧＥＮＬＯＣＫ　　　　　　　　　　　↵
 

本器で設定した内容を表示します。 本体取扱説明書 

6章 

3 GENLOCKメニュー 

０．ＧＥＮＬＯＣＫ

ＭＯＤＥ　　　　　　　　　　　　　　↵
 

ゲンロックの設定をします。 本体取扱説明書 

7章 

4 BLACKメニュー 

０．ＢＬＡＣＫ

ＢＬＫ１　　　　　　　　　　　　　　↵
 

ブラック信号の設定をします。 本体取扱説明書 

8章 

5 SDIメニュー 

０．ＳＤＩ

ＳＤＩ１　　　　　　　　　　　　　　↵
 

SDI信号の設定をします。 本体取扱説明書 

9章 

6 AES/EBUメニュー 

０．ＡＥＳ／ＥＢＵ

ＡＥＳ／ＥＢＵ　　　　　　　　　　　↵
 

AES/EBU信号の設定をします。 本体取扱説明書 

10章 

7 WCLKメニュー 

０．ＷＣＬＫ

　ＴＩＭＩＮＧ　　　　　　　　　　　　↵
 

ワードクロック信号の設定をします。 本体取扱説明書 

11章 

8 ETCメニュー 

０．ＥＴＣ

　ＬＩＰＳＹＮＣ　　　　　　　　　　　↵
 

リップシンクの設定をします。 本体取扱説明書 

12章 

9 GPS OPTIONメニュー 

０．ＧＰＳ　ＯＰＴＩＯＮ

ＬＴＣ　　　　　　　　　　　　　　　↵
 

GPS信号の設定をします。 本体取扱説明書 

13章 

10 PTP OPTIONメニュー 

０．ＰＴＰ　ＯＰＴＩＯＮ

ＰＴＰ１　　　　　　　　　　　　　　　↵
 

PTPに関する設定をします。 3章 

11 SYSTEMメニュー 

０．ＳＹＳＴＥＭ

ＬＣＤ　ＢＡＣＫＬＩＧＨＴ　　　　　↵
 

本体に関する設定をします。 本体取扱説明書 

14章 
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4. PTP OPTIONメニュー (SER03) 

PTP OPTIONメニューでは、PTPに関する設定をします。 

PTP OPTIONメニューを表示するには、以下のメニューが表示されるまで、MENU キーを数回押し

ます。 
 

０．ＰＴＰ　ＯＰＴＩＯＮ

ＰＴＰ１　　　　　　　　　　　　　　　↵
 

 

4.1 PTPマスター 

PTP マスターにするには、ゲンロックモードを PTP以外に設定します。 

PTP2のとき、PTP2についての説明がない項目は、PTP1と同様に設定します。 

 

4.1.1 モードの設定 

「PTP OPTION→PTP1→MODE」では、PTPマスターの有効、無効の設定できます。 
 

２．ＰＴＰ１　ＭＯＤＥ

　＊ＥＮＡＢＬＥ　ＭＡＳＴＥＲ
 

操作 

PTP OPTION → PTP1 → MODE 

パラメータ (PTP1のとき) 

ENABLE MASTER / DISABLE MASTER 

パラメータ (PTP2のとき) 

ENABLE MASTER / DISABLE MASTER 

 

4.1.2 プロファイルタイプの設定 

「PTP OPTION→PTP1→PROFILE TYPE」では、プロファイルの選択ができます。 
 

２．ＰＴＰ１　ＰＲＯＦＩＬＥ　ＴＹＰＥ

＊ＳＴ２０５９　　　　　　　　　　　　　↵
 

操作 

PTP OPTION → PTP1 → PROFILE TYPE 

パラメータ 

ST2059 / AES67 / GENERAL 

 

4.1.3 プロファイルのデフォルト設定 

「PTP OPTION→PTP1→DETAIL SETTING→PROFILE SET DEFAULT」では、選択しているプロフ

ァイルのデフォルトに設定できます。 
 

３．ＰＴＰ１　ＰＲＯＦＩＬＥ

　ＥＮＴＥＲ　ＴＯ　ＤＥＦＡＵＬＴ
 

操作 

PTP OPTION → PTP1 → DETAIL SETTING → PROFILE SET DEFAULT 
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4.1.4 ドメインの設定 

「PTP OPTION→PTP1→DETAIL SETTING→DOMAIN」では、ドメイン番号の設定ができます。 
 

３．ＰＴＰ１　ＤＯＭＡＩＮ

　　　　　１２７
 

操作 

PTP OPTION → PTP1 → DETAIL SETTING → DOMAIN 

パラメータ (PTP1で PROFILE TYPEが ST2059のとき) 

0 ～ 127 

パラメータ (PTP2で PROFILE TYPEが ST2059のとき) 

0 ～ 126 ～ 127 

パラメータ (PROFILE TYPE が AES67のとき) 

0 ～ 255 

パラメータ (PROFILE TYPE が GENERALのとき) 

0 ～ 255 

 

4.1.5 コミュニケーションモードの設定 

「PTP OPTION→PTP1→DETAIL SETTING→COMMUNICATION MODE」では、コミュニケーションモ

ードを選択します。 
 

３．ＰＴＰ１　ＣＯＭＭＵＮＩＣＡＴＩＯＮ

◄►＊ＭＩＸＥＤ　ＳＭＰＴＥ　ｗ／ｏ　ＮＥ
 

操作 

PTP OPTION → PTP1 → DETAIL SETTING → COMMUNICATION MODE 

パラメータ (PROFILE TYPE が ST2059のとき) 

MIXED SMPTE / MIXED SMPTE w/o NE / UNICAST / MULTICAST 

パラメータ (PROFILE TYPE が AES67のとき) 

UNICAST / MULTICAST 

パラメータ (PROFILE TYPE が GENERALのとき) 

UNICAST / MULTICAST 
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4.1.6 アナウンスインターバルの設定 

「PTP OPTION→PTP1→DETAIL SETTING→ANNOUNCE INTERVAL」では、アナウンスメッセージ

の送信間隔が設定できます。 
 

３．ＰＴＰ１　ＡＮＮＯＵＮＣＥ　ＩＮＴ

◄►＊　０．２５ｓ　　　　　　４Ｈｚ
 

操作 

PTP OPTION → PTP1 → DETAIL SETTING → ANNOUNCE INTERVAL 

パラメータ (PROFILE TYPE が ST2059のとき) 

0.125s 8Hz / 0.25s 4Hz / 0.5s 2Hz / 1s 1Hz / 2s 0.5Hz 

パラメータ (PROFILE TYPE が AES67のとき) 

1s 1Hz / 2s 0.5Hz / 4s 0.25Hz / 8s 0.125Hz / 16s 0.0625Hz 

パラメータ (PROFILE TYPE が GENERALのとき) 

0.125s 8Hz / 0.25s 4Hz / 0.5s 2Hz / 1s 1Hz / 2s 0.5Hz / 4s 0.25Hz / 

8s 0.125Hz / 16s 0.0625Hz 

 

4.1.7 シンクインターバルの設定 

「PTP OPTION→PTP1→DETAIL SETTING→SYNC INTERVAL」では、シンクメッセージの送信間

隔が設定できます。 
 

３．ＰＴＰ１　ＳＹＮＣ　ＩＮＴＥＲＶＡＬ

◄►＊０．１２５ｓ　　　　　　８Ｈｚ
 

操作 

PTP OPTION → PTP1 → DETAIL SETTING → SYNC INTERVAL 

パラメータ (PROFILE TYPE が ST2059のとき) 

0.0078s 128Hz / 0.015s 64Hz / 0.0315s 32Hz / 0.625s 16Hz / 0.125s 8Hz / 

0.25s 4Hz / 0.5s 2Hz 

パラメータ (PROFILE TYPE が AES67のとき) 

0.625s 16Hz / 0.125s 8Hz / 0.25s 4Hz / 0.5s 2Hz / 1s 1Hz / 2s 0.5Hz 

パラメータ (PROFILE TYPE が GENERALのとき) 

0.125s 8Hz / 0.25s 4Hz / 0.5s 2Hz / 1s 1Hz / 2s 0.5Hz / 4s 0.25Hz / 

8s 0.125Hz / 16s 0.0625Hz 
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4.1.8 優先順位 1の設定 

「PTP OPTION→PTP1→DETAIL SETTING→PRIORITY1」では、マスターの優先順位 1を設定し

ます。 

 

３．ＰＴＰ１　ＰＲＩＯＲＩＴＹ１

　　　　　１２８
 

操作 

PTP OPTION → PTP1 → DETAIL SETTING → PRIORITY1 

パラメータ 

0 ～ 128 ～ 255 

 

4.1.9 優先順位 2の設定 

「PTP OPTION→PTP1→DETAIL SETTING→PRIORITY2」では、マスターの優先順位 2を設定し

ます。 

 

３．ＰＴＰ１　ＰＲＩＯＲＩＴＹ２

　　　　　１２８
 

操作 

PTP OPTION → PTP1 → DETAIL SETTING → PRIORITY2 

パラメータ 

0 ～ 128 ～ 255 

 

4.1.10 ステップの設定 

「PTP OPTION→PTP1→DETAIL SETTING→STEP」では、ステップが設定できます。 

 

３．ＰＴＰ１　ＳＴＥＰ

◄►＊ＯＮＥ　ＳＴＥＰ
 

操作 

PTP OPTION → PTP1 → DETAIL SETTING → STEP 

パラメータ 

ONE STEP: Syncメッセージにタイムスタンプを含める。 

TWO STEP: タイムスタンプをSyncメッセージとは別にFollow_upメッセージで送る。 
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4.1.11 ST2059 の設定 (PROFILE：ST2059のみ) 

「PTP OPTION→PTP1→DETAIL SETTING→ST2059」では、プロファイルが ST2059を選択して

いる場合に詳細設定を行います。 
 

●デフォルトフレームの設定 

「PTP OPTION→PTP1→DETAIL SETTING→ST2059→DEFAULT FRAME」では、デフォルトフレ

ームが設定できます。 
 

４．ＰＴＰ１　ＳＴ２０５９

◄►＊ＦＲＡＭＥ：２９．９７　　　　　　↵
 

操作 

PTP OPTION → PTP1 → DETAIL SETTING → ST2059 → DEFAULT FRAME 

パラメータ 

23.98 / 24 / 25 / 29.97 / 30 / 47.95 / 48 / 50 / 59.94 / 60 / 71.92 / 

72 / 100 / 119.9 / 120 

 

●ドロップフレームフラグの設定 

「PTP OPTION→PTP1→DETAIL SETTING→ST2059→DROP FRAME FLAG」では、ドロップフレ

ームフラグが設定できます。 
 

４．ＰＴＰ１　ＳＴ２０５９

◄►＊ＤＲＯＰ　ＦＲＡＭＥ：ＥＮＡＢＬＥ↵
 

操作 

PTP OPTION → PTP1 → DETAIL SETTING → ST2059 → DROP FRAME 

パラメータ 

ENABLE / DISABLE 

 

●カラーフレーム ID の設定 

「PTP OPTION→PTP1→DETAIL SETTING→ST2059→COLOR FRAME ID」では、カラーフレーム

IDが設定できます。 
 

４．ＰＴＰ１　ＳＴ２０５９

◄►＊ＣＦＩＤ：ＥＮＡＢＬＥ　　　　　　↵
 

操作 

PTP OPTION → PTP1 → DETAIL SETTING → ST2059 → COLOR FRAME ID 

パラメータ 

ENABLE / DISABLE 
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4.1.12 伝播時間測定方法の設定 

「PTP OPTION→PTP1→DETAIL SETTING→DELAY MECHANISM」では、伝播時間測定方法の設定

ができます。 
 

３．ＰＴＰ１　ＤＥＬＡＹ　ＭＥＣＨ

◄►＊ＥＮＤ　ＴＯ　ＥＮＤ　　　　　　　↵
 

操作 

PTP OPTION → PTP1 → DETAIL SETTING → DELAY MECHANISM 

パラメータ 

END TO END / PEER TO PEER 
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4.2 PTPスレーブ 

PTP スレーブにするには、ゲンロックモードを PTPに設定します。 

PTP2は PTP スレーブにはなりません。 

 

4.2.1 モードの設定 

「PTP OPTION→PTP1→MODE」は、PTPスレーブ固定になります。 
 

２．ＰＴＰ１　ＭＯＤＥ

◄►＊ＳＬＡＶＥ↵
 

操作 

PTP OPTION → PTP1 → MODE 

パラメータ (ゲンロックモードが PTPのとき) 

SLAVE 

 

4.2.2 プロファイルタイプの設定 

「PTP OPTION→PTP1→PROFILE TYPE」では、プロファイルの選択ができます。 
 

２．ＰＴＰ１　ＰＲＯＦＩＬＥ　ＴＹＰＥ

＊ＳＴ２０５９　　　　　　　　　　　　　↵
 

操作 

PTP OPTION → PTP1 → PROFILE TYPE 

パラメータ 

ST2059 / AES67 / GENERAL 

 

4.2.3 プロファイルのデフォルト設定 

「PTP OPTION→PTP1→DETAIL SETTING→PROFILE SET DEFAULT」では、選択しているプロフ

ァイルのデフォルトに設定できます。 
 

３．ＰＴＰ１　ＰＲＯＦＩＬＥ

　ＥＮＴＥＲ　ＴＯ　ＤＥＦＡＵＬＴ
 

操作 

PTP OPTION → PTP1 → DETAIL SETTING → PROFILE SET DEFAULT 
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4.2.4 ドメインの設定 

「PTP OPTION→PTP1→DETAIL SETTING→DOMAIN」では、ドメイン番号の設定できます。 
 

３．ＰＴＰ１　ＤＯＭＡＩＮ

　　　　　１２７
 

操作 

PTP OPTION → PTP1 → DETAIL SETTING → DOMAIN 

パラメータ (PROFILE TYPE: ST2059) 

0 ～ 127 

パラメータ (PROFILE TYPE が AES67のとき) 

0 ～ 255 

パラメータ (PROFILE TYPE: GENERAL) 

0 ～ 255 

 

4.2.5 コミュニケーションモードの設定 

「PTP OPTION→PTP1→DETAIL SETTING→COMMUNICATION MODE」で、コミュニケーションモー

ドを設定できます。 
 

３．ＰＴＰ１　ＣＯＭＭＵＮＩＣＡＴＩＯＮ

◄►＊ＭＵＬＴＩＣＡＳＴ
 

操作 

PTP OPTION → PTP1 → DETAIL SETTING → COMMUNICATION MODE 

パラメータ (PROFILE TYPE が ST2059のとき) 

MIXED SMPTE / MIXED SMPTE w/o NE / UNICAST / MULTICAST 

パラメータ (PROFILE TYPE が AES67のとき) 

UNICAST / MULTICAST 

パラメータ (PROFILE TYPE が GENERALのとき) 

UNICAST / MULTICAST 
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4.2.6 希望するアナウンスメッセージ送信間隔の設定 (UNICASTのみ) 

「PTP OPTION→PTP1→DETAIL SETTING→ANNOUNCE DESIR INT」では、接続先のマスターへア

ナウンスメッセージをどれくらいの間隔で送信してもらうかの設定ができます。 
 

３．ＰＴＰ１　ＡＮＣ　ＤＥＳＩＲ　ＩＮＴ

◄►＊　　０．２５ｓ　　　　　　４Ｈｚ
 

操作 

PTP OPTION → PTP1 → DETAIL SETTING → ANNOUNCE DESIR INT 

パラメータ (PROFILE TYPE が ST2059のとき) 

0.125s 8Hz / 0.25s 4Hz / 0.5s 2Hz / 1s 1Hz / 2s 0.5Hz 

パラメータ (PROFILE TYPE が AES67のとき) 

1s 1Hz / 2s 0.5Hz / 4s 0.25Hz / 8s 0.125Hz / 16s 0.0625Hz 

パラメータ (PROFILE TYPE が GENERALのとき) 

0.125s 8Hz / 0.25s 4Hz / 0.5s 2Hz / 1s 1Hz / 2s 0.5Hz / 4s 0.25Hz / 

8s 0.125Hz / 16s 0.0625Hz 
 

※ ANC REQD INT(4.2.7項)より速い間隔を設定してください。 

 

4.2.7 アナウンスメッセージを受け取る最低間隔の設定 (UNICAST のみ) 

「PTP OPTION→PTP1→DETAIL SETTING→ANNOUNCE REQD INT」では、スレーブ側がアナウン

スメッセージを受けとれる最低間隔を設定できます。 
 

３．ＰＴＰ１　ＡＮＣ　ＲＥＱＤ　ＩＮＴ

◄►＊　　　　　２ｓ　　　　０．５Ｈｚ
 

操作 

PTP OPTION → PTP1 → DETAIL SETTING → ANNOUNCE REQD INT 

パラメータ (PROFILE TYPE が ST2059のとき) 

0.125s 8Hz / 0.25s 4Hz / 0.5s 2Hz / 1s 1Hz / 2s 0.5Hz 

パラメータ (PROFILE TYPE が AES67のとき) 

1s 1Hz / 2s 0.5Hz / 4s 0.25Hz / 8s 0.125Hz / 16s 0.0625Hz 

パラメータ (PROFILE TYPE が GENERALのとき) 

0.125s 8Hz / 0.25s 4Hz / 0.5s 2Hz / 1s 1Hz / 2s 0.5Hz / 4s 0.25Hz / 

8s 0.125Hz / 16s 0.0625Hz 
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4.2.8 希望するシンクメッセージ送信間隔の設定 (UNICAST のみ) 

「PTP OPTION→PTP1→DETAIL SETTING→SYNC DESIR INT」では、接続先のマスターへシンク

メッセージをどれくらいの間隔で送信してほしいかを設定できます。 
 

３．ＰＴＰ１　ＳＹＮ　ＤＥＳＩＲ　ＩＮＴ

◄►＊　０．１２５ｓ　　　　　　８Ｈｚ
 

操作 

PTP OPTION → PTP1 → DETAIL SETTING → SYNC DESIR INT 

パラメータ (PROFILE TYPE が ST2059のとき) 

0.0078s 128Hz / 0.015s 64Hz / 0.0315s 32Hz / 0.625s 16Hz / 0.125s 8Hz / 

0.25s 4Hz / 0.5s 2Hz 

パラメータ (PROFILE TYPE が AES67のとき) 

0.625s 16Hz /0.125s 8Hz / 0.25s 4Hz / 0.5s 2Hz / 1s 1Hz / 2s 0.5Hz 

パラメータ (PROFILE TYPE が GENERALのとき) 

0.0078s 128Hz / 0.015s 64Hz / 0.0315s 32Hz / 0.625s 16Hz / 0.125s 8Hz / 

0.25s 4Hz / 0.5s 2Hz / 1s 1Hz / 2s 0.5Hz / 4s 0.25Hz / 8s 0.125Hz 
 

※ SYNC REQD INT(4.2.9項)より速い間隔を設定してください。 

 

4.2.9 シンクメッセージを受け取る最低間隔の設定 (UNICASTのみ) 

「PTP OPTION→PTP1→DETAIL SETTING→SYNC REQD INT」では、スレーブ側がシンクメッセ

ージを受けとれる最低間隔を設定できます。 
 

３．ＰＴＰ１　ＳＹＮ　ＲＥＱＤ　ＩＮＴ

◄►＊　　　０．５ｓ　　　　　　２Ｈｚ
 

操作 

PTP OPTION → PTP1 → DETAIL SETTING → SYNC REQD INT 

パラメータ (PROFILE TYPE が ST2059のとき) 

0.0078s 128Hz / 0.015s 64Hz / 0.0315s 32Hz / 0.625s 16Hz / 0.125s 8Hz / 

0.25s 4Hz / 0.5s 2Hz 

パラメータ (PROFILE TYPE が AES67のとき) 

0.625s 16Hz /0.125s 8Hz / 0.25s 4Hz / 0.5s 2Hz / 1s 1Hz / 2s 0.5Hz 

パラメータ (PROFILE TYPE が GENERALのとき) 

0.0078s 128Hz / 0.015s 64Hz / 0.0315s 32Hz / 0.625s 16Hz / 0.125s 8Hz / 

0.25s 4Hz / 0.5s 2Hz / 1s 1Hz / 2s 0.5Hz / 4s 0.25Hz / 8s 0.125Hz 
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4.2.10 ディレイメッセージインターバルの設定 (MULTICAST、MIXED SMPTE w/o NEGOTTIATION) 

「PTP OPTION→PTP1→DETAIL SETTING→DELAY MSG INTERVAL」では、ディレイメッセージの

送信間隔が設定できます。 
 

３．ＰＴＰ１　ＤＥＬＡＹ　ＭＳＧ　ＩＮＴ

◄►＊　０．１２５ｓ　　　　　　８Ｈｚ
 

操作 

PTP OPTION → PTP1 → DETAIL SETTING → DELAY MSG INTERVAL 

パラメータ (PROFILE TYPE が ST2059のとき) 

0.0078s 128Hz / 0.015s 64Hz / 0.0315s 32Hz / 0.625s 16Hz / 0.125s 8Hz / 

0.25s 4Hz / 0.5s 2Hz 

パラメータ (PROFILE TYPE が AES67のとき) 

0.125s 8Hz / 0.25s 4Hz / 0.5s 2Hz / 1s 1Hz / 2s 0.5Hz / 

4s 0.25Hz / 8s 0.125Hz / 16s 0.0625Hz 

パラメータ (PROFILE TYPE が GENERALのとき) 

0.0078s 128Hz / 0.015s 64Hz / 0.0315s 32Hz / 0.625s 16Hz / 0.125s 8Hz / 

0.25s 4Hz / 0.5s 2Hz / 1s 1Hz / 2s 0.5Hz / 4s 0.25Hz / 8s 0.125Hz / 16s 0.0625Hz 

 

4.2.11 希望するディレイレスポンス送信間隔の設定 (Mixed SMPTE、UNICAST) 

「PTP OPTION→PTP1→DETAIL SETTING→DLY MSG DESIRED INT」では、接続先のマスターに

どれくらいの間隔でディレイレスポンスを送信してほしいかを設定できます。 
 

３．ＰＴＰ１　ＤＬＹ　ＤＥＳＩＲ　ＩＮＴ

◄►＊　０．１２５ｓ　　　　　　８Ｈｚ
 

操作 

PTP OPTION → PTP1 → DETAIL SETTING → DLY MSG DESIRED INT 

パラメータ (PROFILE TYPE が ST2059のとき) 

0.0078s 128Hz / 0.015s 64Hz / 0.0315s 32Hz / 0.625s 16Hz / 0.125s 8Hz / 

0.25s 4Hz / 0.5s 2Hz 

パラメータ (PROFILE TYPE が AES67のとき) 

0.125s 8Hz / 0.25s 4Hz / 0.5s 2Hz / 1s 1Hz / 2s 0.5Hz / 

4s 0.25Hz / 8s 0.125Hz / 16s 0.0625Hz 

パラメータ (PROFILE TYPE が GENERALのとき) 

0.0078s 128Hz / 0.015s 64Hz / 0.0315s 32Hz / 0.625s 16Hz /0.125s 8Hz / 

0.25s 4Hz / 0.5s 2Hz / 1s 1Hz / 2s 0.5Hz / 4s 0.25Hz / 8s 0.125Hz / 16s 0.0625Hz 
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4.2.12 ディレイレスポンスを受け取る最低間隔の設定 (Mixed SMPTE、UNICAST) 

「PTP OPTION→PTP1→DETAIL SETTING→DLY MSG REQD INT」では、スレーブ側がディレイレ

スポンスを受けとれる最低間隔を設定できます。 
 

３．ＰＴＰ１　ＤＬＹ　ＲＥＱＤ　ＩＮＴ

◄►＊　　　０．５ｓ　　　　　　２Ｈｚ
 

操作 

PTP OPTION → PTP1 → DETAIL SETTING → DLY MSG REQD INT 

パラメータ (PROFILE TYPE が ST2059のとき) 

0.0078s 128Hz / 0.015s 64Hz / 0.0315s 32Hz / 0.625s 16Hz / 0.125s 8Hz / 

0.25s 4Hz / 0.5s 2Hz 

パラメータ (PROFILE TYPE が AES67のとき) 

0.125s 8Hz / 0.25s 4Hz / 0.5s 2Hz / 1s 1Hz / 2s 0.5Hz / 

4s 0.25Hz / 8s 0.125Hz / 16s 0.0625Hz 

パラメータ (PROFILE TYPE が GENERALのとき) 

0.0078s 128Hz / 0.015s 64Hz / 0.0315s 32Hz / 0.625s 16Hz / 0.125s 8Hz / 

0.25s 4Hz / 0.5s 2Hz / 1s 1Hz / 2s 0.5Hz / 4s 0.25Hz / 8s 0.125Hz / 16s 0.0625Hz 

 

4.2.13 アナウンスタイムアウトの設定 

「PTP OPTION→PTP1→DETAIL SETTING→ANNOUNCE TIMEOUT」では、タイムアウトと判定する

アナウンスメッセージのカウント数の設定ができます。マスターが提示する間隔でメッセ

ージが連続して届かない回数が設定値になるとタイムアウトとなります。 
 

３．ＰＴＰ１　ＡＮＮＯＵＮＣＥ

　　ＴＩＭＥＯＵＴ　ＣＯＵＮＴ：　３
 

操作 

PTP OPTION → PTP1 → DETAIL SETTING → ANNOUNCE TIMEOUT 

パラメータ 

2 ～ 3 ～ 10 

 

4.2.14 伝播時間測定方法の設定 

「PTP OPTION→PTP1→DETAIL SETTING→DELAY MECHANISM」では、伝播時間測定方法の設定

ができます。 
 

３．ＰＴＰ１　ＤＥＬＡＹ　ＭＥＣＨ

◄►＊ＥＮＤ　ＴＯ　ＥＮＤ　　　　　　　↵
 

操作 

PTP OPTION → PTP1 → DETAIL SETTING → DELAY MECHANISM 

パラメータ 

END TO END / PEER TO PEER 
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4.2.15 接続するマスターの IPアドレスの設定 (Mixed SMPTE w/o Negotiation、UNICAST) 

「PTP OPTION→PTP1→DETAIL SETTING→AMT CONFIGURATION」では、接続するマスターの IP

アドレスが設定できます。 
 

４．ＰＴＰ１　ＡＭＴ　ＡＤＤＲＥＳＳ１

　０００．０００．０００．０００
 

操作 

PTP OPTION → PTP1 → DETAIL SETTING → AMT CONFIGURATION 

パラメータ 

000.000.000.000 ～ 255.255.255.255 

 

4.2.16 アシンメトリックディレイの設定 

「PTP OPTION→PTP1→DETAIL SETTING→ASSYMMETRIC DELAY」では、位相調整が行えます。 
 

３．ＰＴＰ１　ＡＳＹＭ　ＤＥＬＡＹ

　　　　　　００．０００　ｕｓｅｃ
 

操作 

PTP OPTION → PTP1 → DETAIL SETTING → ASSYMMETRIC DELAY 

パラメータ 

-20.000 ～00.000 ～ 20.000 usec 
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5. SYSTEMメニュー (SER03) 

 

5.1 PTPイーサーネットの設定 

「SYSTEM→PTP ETHERNET」では、PTP用のイーサーネットについて設定できます。 
 

０．ＳＹＳＴＥＭ

ＰＴＰ　ＥＴＨＥＲＮＥＴ　　　　　　↵
 

 

5.1.1 PTP IPアドレスの設定 

以下の操作で、IPアドレスを設定できます。 
 

２．ＰＴＰ　ＩＰ　ＡＤＤＲＥＳＳ

　１９２．１６８．０００．００１
 

 

操作 

SYSTEM → PTP ETHERNET → IP ADDRESS 

パラメータ 

000.000.000.000 ～192.168.000.001 ～255.255.255.255 

 

5.1.2 PTP サブネットマスクの設定 

以下の操作で、サブネットマスクを設定できます。 
 

２．ＰＴＰ　ＳＵＢＮＥＴ　ＭＡＳＫ

　２５５．２５５．２５５．０００
 

 

操作 

SYSTEM → PTP ETHERNET → PTP SUBNET MASK 

パラメータ 

000.000.000.000 ～255.255.255.000 ～255.255.255.255 
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5.1.3 PTP ゲートウェイの設定 

以下の操作で、IPアドレスを設定できます。 
 

２．ＰＴＰ　ＧＡＴＥＷＡＹ

　０００．０００．０００．０００
 

操作 

SYSTEM → PTP ETHERNET → PTP GATEWAY 

パラメータ 

000.000.000.000 ～ 255.255.255.255 

 

5.1.4 PTP MACアドレスの確認 

以下の操作で、PTPの MAC アドレスを確認できます。 
 

２．ＭＡＣ　ＡＤＤＲＥＳＳ

　００：０９：０Ｄ：ＸＸ：ＸＸ：ＸＸ
 

操作 

SYSTEM → PTP ETHERNET → MAC ADDRESS 

 

5.1.5 PTP CLOCK IDENTITYの確認 

以下の操作で、PTPの CLOCK IDENTITYが確認できます。 
 

２．ＣＬＯＣＫ　ＩＤＥＮＴＩＴＹ

　０ｘ０００９０ＤＦＦＦＥＸＸＸＸＸＸ
 

操作 

SYSTEM → PTP ETHERNET → CLOCK IDENTITY 

 

5.1.6 SFP/SFP+の設定 

以下の操作で、SFP/SFP+を選択できます。 
 

２．ＰＴＰ　ＳＦＰ／ＳＦＰ＋

 ►＊ＳＦＰ＋
 

操作 

SYSTEM → PTP ETHERNET → SFP/SFP+ 

パラメータ 

SFP / SFP+ 
 

※ モジュールとケーブルを接続した状態で選択してください。 

選択後にモジュールを挿したりケーブルを接続したりすると接続しない場合があります。 
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5.1.7 PORT RELATIONの設定 

以下の操作で、RJ45 と SFP/SFP+の接続を設定できます。 
 

２．ＰＴＰ　ＰＯＲＴ　ＲＥＬＡＴＩＯＮ

 ►＊ＩＳＯＬＡＴＥＤ
 

操作 

SYSTEM → PTP ETHERNET → PORT RELATION 

パラメータ 

FULLY CROSS-LINK / ISOLATED / MIRROR RJ45 TO SFP 
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5.2 GENLOCK時のタイムコードの設定 

GENLOCK モードが「GL FMT-AUTO」または「GL FMT-MANUAL」の場合、PTPのタイムコードに外

部からのタイムコードを使用することが可能です。 

・VITC: 時分秒のみ使用します。年月日は INTERNALの情報を使用します。 

・SMPTE ST309: 年月日、時分秒を使用します。 
 

２．ＴＩＭＥＣＯＤＥ　ＳＯＵＲＣＥ

 ►＊ＩＮＴＥＲＮＡＬ
 

操作 

SYSTEM → TIMECODE → TIMECODE SOURCE 

パラメータ 

INTERNAL / VITC / SMPTE ST309 
 

※ ｢VITC｣と｢SMPTE ST309｣は外部リファレンスのフォーマットが｢PAL｣のときのみ有効です。 

｢PAL｣以外のフォーマットの場合は｢INTERNAL｣を選択してください。 
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6. 資料 

6.1 設定項目一覧 

SER03が実装された本体で設定できる項目の一覧を示します。 

設定項目は、そのほかの設定によって表示されないことがあります。また、設定値の選択肢

や可変範囲は、そのほかの設定によって変わることがあります。詳細は本文を参照してくだ

さい。 

 

6.1.1 GENLOCKメニュー 

設定項目 設定値 出荷時設定 

GENLOCK MODE INTERNAL / GL FMT-AUTO / GL FMT-MANUAL / GPS / 10MHzCW / PTP INTERNAL 

 

6.1.2 PTP OPTIONメニュー 

●PTPマスター 
 

設定項目 設定値 出荷時設定 

MODE ENABLE MASTER / DISABLE MASTER PTP1:ENABLE MASTER 

PTP2:DISABLE MASTER 

PROFILE TYPE ST2059 / AES67 / GENERAL ST2059 

PROFILE SET DEFAULT ENTER TO DEFAULT ENTER TO DEFAULT 

DOMAIN ST2059 0～127 PTP1:127 

PTP2:126 

AES67 0～255 PTP1:0 

PTP2:0 

GENERAL 0～255 PTP1:0 

PTP2:0 

COMMUNICATION MODE MIXED SMPTE / MIXED SMPTE w/o NE / UNICAST / MULTICAST MIXED SMPTE w/o NE 

ANNOUNCE INTERVAL ST2059 0.125s 8Hz / 0.25s 4Hz / 0.5s 2Hz / 1s 1Hz / 2s 0.5Hz  0.25s 4Hz 

AES67 1s 1Hz / 2s 0.5Hz /4s 0.25Hz/ 8s 0.125Hz / 16s 0.0625Hz 2s 0.5Hz 

GENERAL 0.125s 8Hz / 0.25s 4Hz / 0.5s 2Hz / 1s 1Hz / 2s 0.5Hz 

/4s 0.25Hz/ 8s 0.125Hz / 16s 0.0625Hz 

2s 0.5Hz 

SYNC INTERVAL ST2059 0.0078s 128Hz / 0.015s 64Hz / 0.0315s 32Hz / 0.625 16Hz 

/ 0.125s 8Hz / 0.25s 4Hz / 0.5s 2Hz 

0.125s 8Hz 

AES67 0.625 16Hz / 0.125s 8Hz / 0.25s 4Hz / 0.5s 2Hz /  

1s 1Hz / 2s 0.5Hz 

0.125s 8Hz 

GENERAL 0.125s 8Hz / 0.25s 4Hz / 0.5s 2Hz / 1s 1Hz / 2s 0.5Hz 

/4s 0.25Hz/ 8s 0.125Hz / 16s 0.0625Hz 

1s 1Hz 

PRIORITY1 0～255 128 

PRIORITY2 0～255 128 

STEP ONE STEP / TWO STEP ONE STEP 

DEFAULT FORMAT 23.98 / 24 / 25 / 29.97 / 30 / 47.95 / 48 / 50 / 59.94 / 

60 / 71.92 / 72 / 100 / 119.9 / 120 

29.97 

DROP FRAME FLAG ENABLE / DISABLE ENABLE 

COLOR FRAME ID ENABLE / DISABLE ENABLE 

DELAY MECHANISM END TO END / PEER TO PEER END TO END 
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●PTPスレーブ 
 

設定項目 設定値 出荷時設定 

MODE PTP1:SLAVE 

PTP2: ENABLE MASTER / DISABLE MASTER 

PTP1:SLAVE 

PTP2:DISABLE MASTER 

PROFILE TYPE ST2059 / AES67 / GENERAL ST2059 

PROFILE SET DEFAULT ENTER TO DEFAULT ENTER TO DEFAULT 

DOMAIN ST2059 0～127 PTP1:127 

PTP2:126 

AES67 0～255 PTP1:0 

PTP2:0 

GENERAL 0～255 PTP1:0 

PTP2:0 

COMMUNICATION MODE MIXED SMPTE / MIXED SMPTE w/o NE / UNICAST / MULTICAST MULTICAST 

ANNOUNCE DESIR INT 

(UNICAST) 

ST2059 0.125s 8Hz / 0.25s 4Hz / 0.5s 2Hz / 1s 1Hz / 2s 0.5Hz  0.25s 4Hz 

AES67 1s 1Hz / 2s 0.5Hz / 4s 0.25Hz / 8s 0.125Hz / 16s 0.0625Hz 2s 0.5Hz 

GENERAL 0.125s 8Hz / 0.25s 4Hz / 0.5s 2Hz / 1s 1Hz / 2s 0.5Hz 

/ 4s 0.25Hz / 8s 0.125Hz / 16s 0.0625Hz 

2s 0.5Hz 

ANNOUNCE REQD INT 

(UNICAST) 

ST2059 0.125s 8Hz / 0.25s 4Hz / 0.5s 2Hz / 1s 1Hz / 2s 0.5Hz  2s 0.5Hz 

AES67 1s 1Hz / 2s 0.5Hz / 4s 0.25Hz / 8s 0.125Hz / 16s 0.0625Hz 16s 0.0625Hz 

GENERAL 0.125s 8Hz / 0.25s 4Hz / 0.5s 2Hz / 1s 1Hz / 2s 0.5Hz 

/ 4s 0.25Hz / 8s 0.125Hz / 16s 0.0625Hz 

16s 0.0625Hz 

SYNC DESIR INT 

(UNICAST) 

ST2059 0.0078s 128Hz / 0.015s 64Hz / 0.0315s 32Hz / 0.625s 16Hz 

/ 0.125s 8Hz / 0.25s 4Hz / 0.5s 2Hz  

0.125s 8Hz 

AES67 0.625s 16Hz / 0.125s 8Hz / 0.25s 4Hz / 0.5s 2Hz / 1s 

1Hz / 2s 0.5Hz 

1s  1Hz 

GENERAL 0.0078s 128Hz / 0.015s 64Hz / 0.0315s 32Hz / 0.625s 16Hz 

/ 0.125s 8Hz / 0.25s 4Hz / 0.5s 2Hz / 1s 1Hz / 2s 0.5Hz 

/ 4s 0.25Hz / 8s 0.125Hz 

2s 0.5Hz 

SYNC REQD INT 

(UNICAST) 

ST2059 0.0078s 128Hz / 0.015s 64Hz / 0.0315s 32Hz / 0.625s 16Hz 

/ 0.125s 8Hz / 0.25s 4Hz / 0.5s 2Hz  

0.5s 2Hz 

AES67 0.625s 16Hz / 0.125s 8Hz / 0.25s 4Hz / 0.5s 2Hz / 1s 

1Hz / 2s 0.5Hz 

2s 0.5H 

GENERAL 0.0078s 128Hz / 0.015s 64Hz / 0.0315s 32Hz / 0.625s 16Hz 

/ 0.125s 8Hz / 0.25s 4Hz / 0.5s 2Hz / 1s 1Hz / 2s 0.5Hz 

/ 4s 0.25Hz / 8s 0.125Hz 

8s 0.125Hz 

DELAY MSG INTERVAL 

(MULTICAST, 

 MIXED SMPTE w/o 

 NEGTIATION) 

ST2059 0.0078s 128Hz / 0.015s 64Hz / 0.0315s 32Hz / 0.625s 16Hz 

/ 0.125s 8Hz / 0.25s 4Hz / 0.5s 2Hz 

0.125s 8Hz 

AES67 0.125s 8Hz / 0.25s 4Hz / 0.5s 2Hz / 1s 1Hz / 2s 0.5Hz 

/ 4s 0.25Hz / 8s 0.125Hz / 16s 0.0625Hz 

1s 1Hz 

GENERAL 0.0078s 128Hz / 0.015s 64Hz / 0.0315s 32Hz / 0.625s 16Hz 

/ 0.125s 8Hz / 0.25s 4Hz / 0.5s 2Hz / 1s 1Hz / 2s 0.5Hz 

/ 4s 0.25Hz / 8s 0.125Hz / 16s 0.0625Hz 

1s 1Hz 

DLY MSG DESIRED INT 

(UNICAST,  

MIXED SMPTE) 

ST2059 0.0078s 128Hz / 0.015s 64Hz / 0.0315s 32Hz / 0.625s 16Hz 

/ 0.125s 8Hz / 0.25s 4Hz / 0.5s 2Hz 

0.125s 8Hz 

AES67 0.125s 8Hz / 0.25s 4Hz / 0.5s 2Hz / 1s 1Hz / 2s 0.5Hz 

/ 4s 0.25Hz / 8s 0.125Hz / 16s 0.0625Hz 

0.125s 8Hz 
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設定項目 設定値 出荷時設定 

GENERAL 0.0078s 128Hz / 0.015s 64Hz / 0.0315s 32Hz / 0.625s 16Hz 

/ 0.125s 8Hz / 0.25s 4Hz / 0.5s 2Hz / 1s 1Hz / 2s 0.5Hz 

/ 4s 0.25Hz / 8s 0.125Hz / 16s 0.0625Hz 

2s 0.5Hz 

DLY MSG REQD INT 

(UNICAST,  

MIXED SMPTE) 

ST2059 0.0078s 128Hz / 0.015s 64Hz / 0.0315s 32Hz / 0.625s 16Hz 

/ 0.125s 8Hz / 0.25s 4Hz / 0.5s 2Hz 

0.5s 2Hz 

AES67 0.625s 16Hz / 0.125s 8Hz / 0.25s 4Hz / 0.5s 2Hz / 1s 

1Hz / 2s 0.5Hz / 4s 0.25Hz / 8s 0.125Hz / 16s 0.0625Hz 

2s 0.5Hz 

GENERAL 0.0078s 128Hz / 0.015s 64Hz / 0.0315s 32Hz / 0.625s 16Hz 

/ 0.125s 8Hz / 0.25s 4Hz / 0.5s 2Hz / 1s 1Hz / 2s 0.5Hz 

/ 4s 0.25Hz / 8s 0.125Hz / 16s 0.0625Hz 

8s 0.125Hz 

ANNOUNCE TIMEOUT 2 ～ 10 3 

DELAY MECHANISM END TO END / PEER TO PEER END TO END 

AMT CONFIGURATION 000.000.000.000 ～ 255.255.255.255 000.000.000.000 

ASSYMMETRIC DELAY -20.000 ～ 20.000 usec 00.000 usec 

 

6.1.3 SYSTEMメニュー 

●PTP ETHERNET 
 

設定項目 設定値 出荷時設定 

PTP IP ADDRESS 000.000.000.000 ～ 255.255.255.255 192.168.000.001 

PTP SUBNET MASK 000.000.000.000 ～ 255.255.255.255 255.255.255.000 

PTP GATEWAY 000.000.000.000 ～ 255.255.255.255 000.000.000.000 

PTP MAC ADDRESS 00:09:0D:XX:XX:XX 00:09:0D:XX:XX:XX 

PTP CLOCK IDENTIY 0x00090DXXXXXX 0x00090DXXXXXX 

PTP SFP/SFP+ SFP / SFP+ SFP+ 

PTP PORT RELATION FULLY CROSS-LINK / ISOLATED / MIRROR RJ45 TO SFP ISOLATED 

 

●TIMECODE 
 

設定項目 設定値 出荷時設定 

TIMECODE SOURCE INTERNAL / VITC / SMPTE ST309 INTERNAL 
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6.2 メニューツリー 

SER03が実装された本体のメニューツリーを示します。 

メニューは、そのほかの設定によって表示されないことがあります。詳細は本文を参照して

ください。 

 

6.2.1 GENLOCKメニュー 

０．ＧＥＮＬＯＣＫ

ＭＯＤＥ　　　　　　　　　　　　　　↵
１．ＧＥＮＬＯＣＫ　ＭＯＤＥ

 ◄＊ＰＴＰ
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6.2.2 PTP OPTIONメニュー 

●PTPマスター 
 

０．ＰＴＰ　ＯＰＴＩＯＮ

ＰＴＰ２　　　　　　　　　　　　　　　↵
１．ＰＴＰ２

ＭＯＤＥ　　　　　　　　　　　　　　↵

２．ＰＴＰ１　ＤＥＴＡＩＬ

ＰＲＩＯＲＩＴＹ２　　　　　　　　　↵

２．ＰＴＰ１　ＤＥＴＡＩＬ

ＳＴＥＰ　　　　　　　　　　　　　　↵

２．ＰＴＰ１　ＤＥＴＡＩＬ

ＳＴ２０５９　　　　　　　　　　　　↵
３．ＰＴＰ１　ＳＴ２０５９

ＤＥＦＡＵＬＴ　ＦＲＡＭＥ　　　　　↵

３．ＰＴＰ１　ＳＴ２０５９

ＤＲＯＰ　ＦＲＡＭＥ　ＦＬＡＧ　　　↵

２．ＰＴＰ１　ＤＥＴＡＩＬ

ＡＮＮＯＵＮＣＥ　ＩＮＴＥＲＶＡＬ　↵

２．ＰＴＰ１　ＤＥＴＡＩＬ

ＳＹＮＣ　ＩＮＴＥＲＶＡＬ　　　　　↵

２．ＰＴＰ１　ＤＥＴＡＩＬ

ＰＲＩＯＲＩＴＹ１　　　　　　　　　↵

０．ＰＴＰ　ＯＰＴＩＯＮ

ＰＴＰ１　　　　　　　　　　　　　　　↵
１．ＰＴＰ１

ＭＯＤＥ　　　　　　　　　　　　　　↵
２．ＰＴＰ１　ＭＯＤＥ

◄►＊ＥＮＡＢＬＥ　ＭＡＳＴＥＲ　　　　↵

１．ＰＴＰ１

ＰＲＯＦＩＬＥ　ＴＹＰＥ　　　　　　↵
２．ＰＴＰ１　ＰＲＯＦＩＬＥ　ＴＹＰＥ

◄►＊ＳＴ２０５９　　　　　　　　　　　↵

１．ＰＴＰ１

ＤＥＴＡＩＬ　ＳＥＴＴＩＮＧ　　　　↵
２．ＰＴＰ１　ＤＥＴＡＩＬ

ＰＲＯＦＩＬＥ　ＳＥＴ　ＤＥＦＡＵＬＴ

２．ＰＴＰ１　ＤＥＴＡＩＬ

ＤＯＭＡＩＮ　　　　　　　　　　　　↵

２．ＰＴＰ１　ＤＥＴＡＩＬ

ＣＯＭＭＵＮＩＣＡＴＩＯＮ　ＭＯＤＥ↵

４．ＰＴＰ１　ＳＴ２０５９

◄►＊ＦＲＡＭＥ：２９．９７　　　　　　↵

４．ＰＴＰ１　ＳＴ２０５９

◄►＊ＤＲＯＰ　ＦＲＡＭＥ：ＥＮＡＢＬＥ↵

４．ＰＴＰ１　ＳＴ２０５９

◄►＊ＣＦＩＤ：ＥＮＡＢＬＥ　　　　　　↵

３．ＰＴＰ１　ＰＲＯＦＩＬＥ

　ＥＮＴＥＲ　ＴＯ　ＤＥＦＡＵＬＴ

３．ＰＴＰ１　ＤＯＭＡＩＮ

　　　　　１２７

３．ＰＴＰ１　ＣＯＭＭＵＮＩＣＡＴＩＯＮ

◄►＊ＭＩＸＥＤ　ＳＭＰＴＥ　ｗ／ｏ　ＮＥ

３．ＰＴＰ１　ＡＮＮＯＵＮＣＥ　ＩＮＴ

◄►＊　０．２５ｓ　　　　　　４Ｈｚ

３．ＰＴＰ１　ＳＹＮＣ　ＩＮＴＥＲＶＡＬ

◄►＊０．１２５ｓ　　　　　　８Ｈｚ

３．ＰＴＰ１　ＰＲＩＯＲＩＴＹ１

　　　　　１２８

３．ＰＴＰ１　ＰＲＩＯＲＩＴＹ２

　　　　　１２８

３．ＰＴＰ１　ＳＴＥＰ

◄►＊ＯＮＥ　ＳＴＥＰ

３．ＰＴＰ１　ＤＥＬＡＹ　ＭＥＣＨ

◄►＊ＥＮＤ　ＴＯ　ＥＮＤ　　　　　　　↵

３．ＰＴＰ１　ＳＴ２０５９

ＣＯＬＯＲ　ＦＲＡＭＥ　ＩＤ　　　　↵

２．ＰＴＰ１　ＤＥＴＡＩＬ

ＤＥＬＡＹ　ＭＥＣＨＡＮＩＳＭ　　　↵

２．ＰＴＰ２　ＭＯＤＥ

◄►＊ＤＩＳＡＢＬＥ　ＭＡＳＴＥＲ　　　↵  
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●PTPスレーブ (MIXED SMPTE) 
 

２．ＰＴＰ１　ＰＲＯＦＩＬＥ

　ＥＮＴＥＲ　ＴＯ　ＤＥＦＡＵＬＴ

３．ＰＴＰ１　ＤＯＭＡＩＮ

　　　　　１２７

３．ＰＴＰ１　ＣＯＭＭＵＮＩＣＡＴＩＯＮ

◄►＊ＭＩＸＥＤ　ＳＭＰＴＥ

３．ＰＴＰ１　ＤＬＹ　ＤＥＳＩＲ　ＩＮＴ

◄►＊　０．１２５ｓ　　　　　　８Ｈｚ

３．ＰＴＰ１　ＤＬＹ　ＲＥＱＤ　ＩＮＴ

◄►＊　　　０．５ｓ　　　　　　２Ｈｚ

３．ＰＴＰ１　ＡＮＮＯＵＮＣＥ

　　ＴＩＭＥＯＵＴ　ＣＯＵＮＴ：　３

３．ＰＴＰ１　ＤＥＬＡＹ　ＭＥＣＨ

◄►＊ＥＮＤ　ＴＯ　ＥＮＤ　　　　　　　↵

３．ＰＴＰ１　ＡＳＹＭ　ＤＥＬＡＹ

　　　　　　００．０００　ｕｓｅｃ

２．ＰＴＰ１　ＤＥＴＡＩＬ

ＡＮＮＯＵＮＣＥ　ＴＩＭＥＯＵＴ　　↵

２．ＰＴＰ１　ＤＥＴＡＩＬ

ＤＥＬＡＹ　ＭＥＣＨＡＮＩＳＭ　　　↵

２．ＰＴＰ１　ＤＥＴＡＩＬ

ＡＳＹＭＭＥＴＲＩＣ　ＤＥＬＡＹ　　↵

０．ＰＴＰ　ＯＰＴＩＯＮ

ＰＴＰ２　　　　　　　　　　　　　　　↵
１．ＰＴＰ２

ＭＯＤＥ　　　　　　　　　　　　　　↵

２．ＰＴＰ１　ＤＥＴＡＩＬ

ＤＬＹ　ＭＳＧ　ＤＥＳＩＲＥＤ　ＩＮＴ

２．ＰＴＰ１　ＤＥＴＡＩＬ

ＤＬＹ　ＭＳＧ　ＲＥＱＤ　ＩＮＴ↵

１．ＰＴＰ１

ＰＲＯＦＩＬＥ　ＴＹＰＥ　　　　　　↵
２．ＰＴＰ１　ＰＲＯＦＩＬＥ　ＴＹＰＥ

◄►＊ＳＴ２０５９↵

１．ＰＴＰ１

ＤＥＴＡＩＬ　ＳＥＴＴＩＮＧ　　　　↵
２．ＰＴＰ１　ＤＥＴＡＩＬ

ＰＲＯＦＩＬＥ　ＳＥＴ　ＤＥＦＡＵＬＴ

２．ＰＴＰ１　ＤＥＴＡＩＬ

ＤＯＭＡＩＮ　　　　　　　　　　　　↵

２．ＰＴＰ１　ＤＥＴＡＩＬ

ＣＯＭＭＵＮＩＣＡＴＩＯＮ　ＭＯＤＥ↵

２．ＰＴＰ２　ＭＯＤＥ

◄►＊ＤＩＳＡＢＬＥ　ＭＡＳＴＥＲ　　　↵

０．ＰＴＰ　ＯＰＴＩＯＮ

ＰＴＰ１　　　　　　　　　　　　　　　↵
１．ＰＴＰ１

ＭＯＤＥ　　　　　　　　　　　　　　↵
２．ＰＴＰ１　ＭＯＤＥ

◄►＊ＳＬＡＶＥ↵
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●PTPスレーブ (MIXED SMPTE WITHOUT NEGOTIATION) 
 

４．ＰＴＰ１　ＡＭＴ　ＡＤＤＲＥＳＳ１

　０００．０００．０００．０００

２．ＰＴＰ１　ＰＲＯＦＩＬＥ

　ＥＮＴＥＲ　ＴＯ　ＤＥＦＡＵＬＴ

３．ＰＴＰ１　ＤＯＭＡＩＮ

　　　　　１２７

３．ＰＴＰ１　ＣＯＭＭＵＮＩＣＡＴＩＯＮ

◄►＊ＭＩＸＥＤ　ＳＭＰＴＥ　ｗ／ｏ　ＮＥ

３．ＰＴＰ１　ＤＥＬＡＹ　ＭＳＧ　ＩＮＴ

◄►＊　０．１２５ｓ　　　　　　８Ｈｚ

３．ＰＴＰ１　ＡＮＮＯＵＮＣＥ

　　ＴＩＭＥＯＵＴ　ＣＯＵＮＴ：　３

３．ＰＴＰ１　ＤＥＬＡＹ　ＭＥＣＨ

◄►＊ＥＮＤ　ＴＯ　ＥＮＤ　　　　　　　↵

３．ＰＴＰ１　ＡＳＹＭ　ＤＥＬＡＹ

　　　　　　００．０００　ｕｓｅｃ

２．ＰＴＰ１　ＤＥＴＡＩＬ

ＤＥＬＡＹ　ＭＥＣＨＡＮＩＳＭ　　　↵

２．ＰＴＰ１　ＤＥＴＡＩＬ

ＡＭＴ　ＣＯＮＦＩＧＵＲＡＴＩＯＮ　↵
３．ＰＴＰ１　ＡＭＴ　ＡＤＤＲＥＳＳ１

　０００．０００．０００．０００

２．ＰＴＰ１　ＤＥＴＡＩＬ

ＡＳＹＭＭＥＴＲＩＣ　ＤＥＬＡＹ　　↵

０．ＰＴＰ　ＯＰＴＩＯＮ

ＰＴＰ２　　　　　　　　　　　　　　　↵
１．ＰＴＰ２

ＭＯＤＥ　　　　　　　　　　　　　　↵

０．ＰＴＰ　ＯＰＴＩＯＮ

ＰＴＰ１　　　　　　　　　　　　　　　↵
１．ＰＴＰ１

ＭＯＤＥ　　　　　　　　　　　　　　↵
２．ＰＴＰ１　ＭＯＤＥ

◄►＊ＳＬＡＶＥ↵

１．ＰＴＰ１

ＰＲＯＦＩＬＥ　ＴＹＰＥ　　　　　　↵
２．ＰＴＰ１　ＰＲＯＦＩＬＥ　ＴＹＰＥ

◄►＊ＳＴ２０５９↵

１．ＰＴＰ１

ＤＥＴＡＩＬ　ＳＥＴＴＩＮＧ　　　　↵
２．ＰＴＰ１　ＤＥＴＡＩＬ

ＰＲＯＦＩＬＥ　ＳＥＴ　ＤＥＦＡＵＬＴ

２．ＰＴＰ１　ＤＥＴＡＩＬ

ＡＮＮＯＵＮＣＥ　ＴＩＭＥＯＵＴ　　↵

２．ＰＴＰ１　ＤＥＴＡＩＬ

ＤＯＭＡＩＮ　　　　　　　　　　　　↵

２．ＰＴＰ１　ＤＥＴＡＩＬ

ＣＯＭＭＵＮＩＣＡＴＩＯＮ　ＭＯＤＥ↵

２．ＰＴＰ１　ＤＥＴＡＩＬ

ＤＥＬＡＹ　ＭＳＧ　ＩＮＴＥＲＶＡＬ↵

２．ＰＴＰ２　ＭＯＤＥ

◄►＊ＤＩＳＡＢＬＥ　ＭＡＳＴＥＲ　　　↵  
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●PTPスレーブ (UNICAST) 
 

４．ＰＴＰ１　ＡＭＴ　ＡＤＤＲＥＳＳ１

　０００．０００．０００．０００

３．ＰＴＰ１　ＰＲＯＦＩＬＥ

　ＥＮＴＥＲ　ＴＯ　ＤＥＦＡＵＬＴ

３．ＰＴＰ１　ＤＯＭＡＩＮ

　　　　　１２７

３．ＰＴＰ１　ＣＯＭＭＵＮＩＣＡＴＩＯＮ

◄►＊ＵＮＩＣＡＳＴ

３．ＰＴＰ１　ＡＮＣ　ＤＥＳＩＲ　ＩＮＴ

◄►＊　　０．２５ｓ　　　　　　４Ｈｚ

３．ＰＴＰ１　ＡＮＣ　ＲＥＱＤ　ＩＮＴ

◄►＊　　　　　２ｓ　　　　０．５Ｈｚ

３．ＰＴＰ１　ＳＹＮ　ＤＥＳＩＲ　ＩＮＴ

◄►＊　０．１２５ｓ　　　　　　８Ｈｚ

３．ＰＴＰ１　ＳＹＮ　ＲＥＱＤ　ＩＮＴ

◄►＊　　　０．５ｓ　　　　　　２Ｈｚ

３．ＰＴＰ１　ＤＬＹ　ＤＥＳＩＲ　ＩＮＴ

◄►＊　０．１２５ｓ　　　　　　８Ｈｚ

３．ＰＴＰ１　ＤＬＹ　ＲＥＱＤ　ＩＮＴ

◄►＊　　　０．５ｓ　　　　　　２Ｈｚ

３．ＰＴＰ１　ＡＮＮＯＵＮＣＥ

　　ＴＩＭＥＯＵＴ　ＣＯＵＮＴ：　３

３．ＰＴＰ１　ＤＥＬＡＹ　ＭＥＣＨ

◄►＊ＥＮＤ　ＴＯ　ＥＮＤ↵

３．ＰＴＰ１　ＡＳＹＭ　ＤＥＬＡＹ

　　　　　　００．０００　ｕｓｅｃ

１．ＰＴＰ１

ＤＥＴＡＩＬ　ＳＥＴＴＩＮＧ　　　　↵

０．ＰＴＰ　ＯＰＴＩＯＮ

ＰＴＰ２　　　　　　　　　　　　　　　↵

２．ＰＴＰ１　ＤＥＴＡＩＬ

ＡＳＹＭＭＥＴＲＩＣ　ＤＥＬＡＹ↵

２．ＰＴＰ１　ＤＥＴＡＩＬ

ＣＯＭＭＵＮＩＣＡＴＩＯＮ　ＭＯＤＥ↵

２．ＰＴＰ１　ＤＥＴＡＩＬ

ＳＹＮＣ　ＤＥＳＩＲ　ＩＮＴ↵

２．ＰＴＰ１　ＤＥＴＡＩＬ

ＳＹＮＣ　ＲＥＱＤ　ＩＮＴ↵

２．ＰＴＰ１　ＤＥＴＡＩＬ

ＡＮＮＯＵＮＣＥ　ＴＩＭＥＯＵＴ　　↵

２．ＰＴＰ１　ＤＥＴＡＩＬ

ＤＥＬＡＹ　ＭＥＣＨＡＮＩＳＭ　　↵

２．ＰＴＰ１　ＤＥＴＡＩＬ

ＡＭＴ　ＣＯＮＦＩＧＵＲＡＴＩＯＮ↵

０．ＰＴＰ　ＯＰＴＩＯＮ

ＰＴＰ１　　　　　　　　　　　　　　　↵
１．ＰＴＰ１

ＭＯＤＥ　　　　　　　　　　　　　　↵
２．ＰＴＰ１　ＭＯＤＥ

◄►＊ＳＬＡＶＥ↵

１．ＰＴＰ１

ＰＲＯＦＩＬＥ　ＴＹＰＥ　　　　　　↵

２．ＰＴＰ２　ＭＯＤＥ

◄►＊ＤＩＳＡＢＬＥ　ＭＡＳＴＥＲ　　　↵

３．ＰＴＰ１　ＡＭＴ　ＡＤＤＲＥＳＳ１

　０００．０００．０００．０００

２．ＰＴＰ１　ＤＥＴＡＩＬ

ＡＮＮＯＵＮＣＥ　ＲＥＱＤ　ＩＮＴ　↵

２．ＰＴＰ１　ＰＲＯＦＩＬＥ　ＴＹＰＥ

◄►＊ＳＴ２０５９↵

２．ＰＴＰ１　ＤＥＴＡＩＬ

ＰＲＯＦＩＬＥ　ＳＥＴ　ＤＥＦＡＵＬＴ

２．ＰＴＰ１　ＤＥＴＡＩＬ

ＤＯＭＡＩＮ　　　　　　　　　　　　↵

２．ＰＴＰ１　ＤＥＴＡＩＬ

ＡＮＮＯＵＮＣＥ　ＤＥＳＩＲ　ＩＮＴ　↵

２．ＰＴＰ１　ＤＥＴＡＩＬ

ＤＬＹ　ＭＳＧ　ＲＥＱＤ　ＩＮＴ↵

２．ＰＴＰ１　ＤＥＴＡＩＬ

ＤＬＹ　ＭＳＧ　ＤＥＳＩＲＥＤ　ＩＮＴ

１．ＰＴＰ２

ＭＯＤＥ　　　　　　　　　　　　　　↵  
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●PTPスレーブ (MULTICAST) 
 

２．ＰＴＰ１　ＭＯＤＥ

◄►＊ＳＬＡＶＥ↵
１．ＰＴＰ１

ＭＯＤＥ　　　　　　　　　　　　　　↵

２．ＰＴＰ１　ＤＥＴＡＩＬ

ＤＥＬＡＹ　ＭＥＣＨＡＮＩＳＭ　　　↵

０．ＰＴＰ　ＯＰＴＩＯＮ

ＰＴＰ１　　　　　　　　　　　　　　　↵

２．ＰＴＰ１　ＤＥＴＡＩＬ

ＤＥＬＡＹ　ＭＳＧ　ＩＮＴＥＲＶＡＬ↵

２．ＰＴＰ１　ＤＥＴＡＩＬ

ＡＳＹＭＭＥＴＲＩＣ　ＤＥＬＡＹ　　↵

０．ＰＴＰ　ＯＰＴＩＯＮ

ＰＴＰ２　　　　　　　　　　　　　　　↵
１．ＰＴＰ２

ＭＯＤＥ　　　　　　　　　　　　　　↵

２．ＰＴＰ１　ＤＥＴＡＩＬ

ＰＲＯＦＩＬＥ　ＳＥＴ　ＤＥＦＡＵＬＴ

１．ＰＴＰ１

ＤＥＴＡＩＬ　ＳＥＴＴＩＮＧ　　　　↵

２．ＰＴＰ１　ＰＲＯＦＩＬＥ　ＴＹＰＥ

◄►＊ＳＴ２０５９↵
１．ＰＴＰ１

ＰＲＯＦＩＬＥ　ＴＹＰＥ　　　　　　↵

２．ＰＴＰ１　ＤＥＴＡＩＬ

ＤＯＭＡＩＮ　　　　　　　　　　　　↵

２．ＰＴＰ１　ＤＥＴＡＩＬ

ＣＯＭＭＵＮＩＣＡＴＩＯＮ　ＭＯＤＥ↵

２．ＰＴＰ１　ＤＥＴＡＩＬ

ＡＮＮＯＵＮＣＥ　ＴＩＭＥＯＵＴ　　↵

２．ＰＴＰ２　ＭＯＤＥ

◄►＊ＤＩＳＡＢＬＥ　ＭＡＳＴＥＲ　　　↵

３．ＰＴＰ１　ＰＲＯＦＩＬＥ

　ＥＮＴＥＲ　ＴＯ　ＤＥＦＡＵＬＴ

３．ＰＴＰ１　ＤＯＭＡＩＮ

　　　　　１２７

３．ＰＴＰ１　ＣＯＭＭＵＮＩＣＡＴＩＯＮ

◄►＊ＭＵＬＴＩＣＡＳＴ

３．ＰＴＰ１　ＤＥＬＡＹ　ＭＳＧ　ＩＮＴ

◄►＊　０．１２５ｓ　　　　　　８Ｈｚ

３．ＰＴＰ１　ＡＮＮＯＵＮＣＥ

　　ＴＩＭＥＯＵＴ　ＣＯＵＮＴ：　３

３．ＰＴＰ１　ＤＥＬＡＹ　ＭＥＣＨ

◄►＊ＥＮＤ　ＴＯ　ＥＮＤ　　　　　　　↵

３．ＰＴＰ１　ＡＳＹＭ　ＤＥＬＡＹ

　　　　　　００．０００　ｕｓｅｃ
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6.2.3 SYSTEM OPTIONメニュー 

 

０．ＳＹＳＴＥＭ

ＴＩＭＥＣＯＤＥ　　　　　　　　　　↵
１．ＴＩＭＥＣＯＤＥ

ＴＩＭＥＣＯＤＥ　ＳＯＵＲＣＥ　　　↵
２．ＴＩＭＥＣＯＤＥ　ＳＯＵＲＣＥ

 ►＊ＩＮＴＥＲＮＡＬ

１．ＰＴＰ　ＥＴＨＥＲＮＥＴ

ＣＬＯＣＫ　ＩＤＥＮＴＩＴＹ　　　　↵
２．ＣＬＯＣＫ　ＩＤＥＮＴＩＴＹ

　０ｘ０００９０ＤＦＦＦＥＸＸＸＸＸＸ

１．ＰＴＰ　ＥＴＨＥＲＮＥＴ

ＭＡＣ　ＡＤＤＲＥＳＳ　　　　　　　↵
２．ＭＡＣ　ＡＤＤＲＥＳＳ

　００：０９：０Ｄ：ＸＸ：ＸＸ：ＸＸ

０．ＳＹＳＴＥＭ

ＥＴＨＥＲＮＥＴ　　　　　　　　　　↵

０．ＳＹＳＴＥＭ

ＰＴＰ　ＥＴＨＥＲＮＥＴ　　　　　　↵
１．ＰＴＰ　ＥＴＨＥＲＮＥＴ

ＩＰ　ＡＤＤＲＥＳＳ　　　　　　　　↵
２．ＰＴＰ　ＩＰ　ＡＤＤＲＥＳＳ

　１９２．１６８．０００．００１

１．ＰＴＰ　ＥＴＨＥＲＮＥＴ

ＳＵＢＮＥＴ　ＭＡＳＫ　　　　　　　↵
２．ＰＴＰ　ＳＵＢＮＥＴ　ＭＡＳＫ

　２５５．２５５．２５５．０００

１．ＰＴＰ　ＥＴＨＥＲＮＥＴ

ＧＡＴＥＷＡＹ　　　　　　　　　　　↵
２．ＰＴＰ　ＧＡＴＥＷＡＹ

　０００．０００．０００．０００

１．ＰＴＰ　ＥＴＨＥＲＮＥＴ

ＳＦＰ／ＳＦＰ＋　　　　　　　　　　↵
２．ＰＴＰ　ＳＦＰ／ＳＦＰ＋

 ►＊ＳＦＰ

１．ＰＴＰ　ＥＴＨＥＲＮＥＴ

ＰＯＲＴ　ＲＥＬＡＴＩＯＮ　　　　　↵
２．ＰＴＰ　ＰＯＲＴ　ＲＥＬＡＴＩＯＮ

 ►＊ＩＳＯＬＡＴＥＤ

０．ＳＹＳＴＥＭ

ＤＡＴＥ＆ＴＩＭＥ　　　　　　　　　↵
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